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ヘーゲルもニーチェもここからはじまった。
哲学という営みの起源を

豊穣なる古代ギリシア文化に訪ねる
比類のない哲学への〈誘い〉
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主な著書に和辻哲郎文化賞を受賞した『カント「判断力批判」と現代』（岩波書店）ほかがある。
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西部邁の経済思想入門
放送大学叢書019

著◉西部邁

第一章 神話から歴史へ　ヘロドトスの『ヒストリア』
第二章 人間洞察と歴史記述　トゥーキュディデースとペロポネソス戦争（上）
第三章 アテネ民主主義の運命　トゥーキュディデースとペロポネソス戦争（下）
第四章 ギリシア悲劇の近代性　アイスキュロス、ソフォクレス、エウリピデス
第五章 近代哲学に響くギリシア悲劇　ヘーゲルとニーチェの哲学
第六章 恋愛小説としてのプラトン対話篇　アリストファネス、プラトン
第七章 ギリシア文化の影響力　遠近法の歴史
あとがき

月　  日〆切　   月　 日搬入

ペルシア戦争の悲劇を描きだすトゥキュディデス「戦史」

近代的な人間観につながるエウリピデスらのギリシア悲劇

恋愛小説として読むプラトンの対話篇

哲学という営みの根源が展開されている

古代ギリシア文化の精髄から哲学を知る哲学への案内書！

目
次

126 1 31

現在よく
動いてい

ます


